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一通文ろて以㈲同内銭り化うし、上は人内是銭銭銭三で元かたの伏馬法壱は三三千あへ年。がよｐ見賃政割去百寶菫耆毫ぎつ宿に宿一一一~－，う、宿銭史宿寛弐弐 学益政拾拾六百拾八財人財宿割元被十五五百五貢○政馬政だ増賃第二一貫貫七拾八四の賃とけ銭銭薑未弐弐拾九拾一中銭しで／、／、／十一年百百弐貫五にでかて、宿出宿出宿一侯‘六七文文お刎らの目方人方人方号分辰文 け銭の刎は馬馬、年 るＩま刎銭三子迄 保ど銭六人拾割弐其人弐人御人土のは宿鬘髻塁蔦鱗鬘：臺潅屋、難譽灘簑篝會薑菫髻三侯勤勤銭占財で割鬘辰分のめ政あ零鐘分 内てにつ訳いあたし一．申割はたて
処之 次でら
一○二
当宿之儀往還助成薄く至而困窮之宿方故御定人馬曇榔
侯二付、惣百姓顛難仕一統相談之上利倍御貸附被一成工御
（仕力）
「
利
金
頂
戴
仕
、
互
二
人
馬
相
続
基
二
付
度
、
御
支
配
御
代
官
大
貫
次
右衛門様え奉二願上一侯得共、御坂用難一一相成一旨御利害被一
仰聞一侯間、猶又相談之上右御年限之上金高相調侯迄、宿
方用元役之もの預り置、注ぐ人馬相続基ひ仕度存罷在侯
人馬賃銭の総計三九一○賞八五文から、出人馬へ渡る元賃銭と
弐割増の一割を引いた一一三五賃二○六文が刎銭で宿助成にあてら
れ
る
わ
け
だ
が
、
保
士
谷
宿
は
困
窮
の
宿
方
な
の
で
利
倍
し
て
そ
の
利
金
を
宿助成にあてたき旨を、代官大貫次右衛門に願い出ているが認め
られず、二割増の満了する文化五年（一八○八）まで宿方用元
の者がこれを預り、将来この刎銭を人馬相続の基にしたいという
のである。そしてこの刎銭は文化元年の総収入からは除かれてい
る。
（妬）
文政二年（一八一九）の同宿の「宿入用諸払仕立勘定帳」から
人馬賃銭と刎銭に関する収支を抜粋してふると、
（収入）
一銭三千八賃八百七拾文
人馬賃銭元賃銭之分
去卯年壱ヶ年分上り高
銭五百九拾九賃六拾六文
人馬賃銭弐割増之分
去卯年壱ヶ年上り高
（支出）
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銭弐千弐百九拾六賃九百四拾文
人馬賃銭元賃銭宿人馬え時々相渡候分
銭弐百弐拾五貢百拾文
同断二割増之内壱割元賃銭え組込勤人馬へ相渡候分
銭七百拾賞九百三拾文
人馬賃銭元賃銭助郷人馬え時々相渡侯分
銭七拾弐賃九百五拾八文
同断弐割増之内壱割元賃銭え組込勤人馬え相渡候分
元賃銭も割増銭二割も総て宿の収入として取り扱われ、出人馬
の受け取るべき賃銭は宿駅収入からの支出となっており、宿助成
にあてられているのは銭三○一貫九九八文（約四三両、但一両に
付七貫文替）で、これまでの刎銭の利息四八両三分永九○文を加
えると約九一両三分永九○文になり、他の収入と比して多額では
ないが、これは保士谷宿の割増が一一割で刎銭が一割であったから
で、表１によって分るように、文政八年の東海道においては、五
割増の四割が刎銭として宿助成にあてられている宿が四○宿もあ
り、刎銭による収入が相当な高額に達したであろう。
三島宿では宝永三年（一七○六）の宿収入の中で刎銭は一一一七八
両二分一貫五文で、これは総収入二○一両二分の約三割四分に
（灯）
あたり、宿収入の中では最も多額である。
（蛆）
天保一二年（一八一四）守口宿における刎銭の収入額は、銀八
七七匁一分で総収入額銀八賃七○八匁六分一厘の約一割弱を占
め、宿収入としては普通の額であるが、当宿が人足動だけであっ
たことを考えれば、他宿において刎銭が宿財政の中で占める割合
東海道における人馬賃銭について（山本）
が、かなり大きかったことはより一層明らかである。
四
、
ま
と
め
正徳以降人馬賃銭の割増が始まってからの、東海道における御
定賃銭の構成と配分について述べきたが、以上のことをここで簡
単にまとめて承る。
御定賃銭は正徳元年に決定された元賃銭と、割増銭によって構
成され、
足銭が
宿
側から
出
人馬に
支
給され
る
ことも
あ
った。割
増
銭は元賃銭を基準に、期限を定めて割増され、期限がくると元賃
銭
に
復
し
た
が
、
そ
の
期
間
は
次
第
に
短
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
割
増
期
間
中に割増をして、割増率を引上げることも行われている。
人馬賃銭は次のように配分されている。
『元賃銭は全額出人馬に支給する宿が多く、宿側にその一部を
刎ねられても金額は低く、刎銭は宿の借金の返済資金等にあて
られている。
「割増銭を全額出人馬へ支給しているのは一宿だけで、外の五
六宿は割増銭の大半、またたは全部を宿側が刎ねて、主に宿財
政にあてている。
こうしてふると、人馬役を負担していた者は、基本収入となる
運賃の割増がほとんどなされていないため、無賃の継立は勿論、
御定賃銭による継立が増加すればするほど負担が増大していくと
いう矛盾を生じ、近世宿駅制度の問題の一端がここに内在してい
たのである。
宿財政については、紙幅の関係であまり述べることができなか
一○三
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法政史学第二十一号
ったが、次の機会に発表したい。
本稿を作成するにあたり、御助言、御指導を賜った児玉幸多先
生に深く謝意を表し、いろいろと御教示下さった岩生成一先生に
厚く御礼申し上げます。
註（１）「五駅便覧」によると代官支配、預所の宿が三四宿、城下
町・私領にある宿が一九宿、私領で代官支配の宿が四宿で
ある。
（２）児玉幸多「近世宿駅制度の研究」二四一’二四一一一頁。
（３）土山宿から坂の下宿への元賃銭は天明三年に決められてい
る。
（４）森杉夫「近世宿駅助成の一仕法」（歴史研究二）
（５）「五街道取締書物類寄下」（近世交通史料集二、二九七
頁。
（６）「日本財政経済史料」巻九、六五八’六六○頁。
（７）「三島市誌」中巻、二八七頁。
（８）「品川町史」上巻、七四○’七四一頁。
（９）（６）を参照。
（、）「類寄」の弐拾五之帳から弐拾七之帳（近世交通史料集
二、一一九七’四一一○頁）には東海道の人馬賃銭が記されて
いる。
（ｕ）「類寄」（近世交通史料集二、一一一二二頁）
（辺）「品川町史」上巻、七四○・七四一頁。
（Ⅲ）森杉夫「御定賃銭の割増計算について」（日本歴史二四
一○四
号）
（ｕ）「御触書天明集成」六八九頁。
（巧）「御触書寛保集成」六五四頁。
（咽）「品川町史」上巻、七四二頁。
（Ⅳ）「類寄」（近世交通史料集二、三四一一一頁）
（
肥
）
同
右
三
五
二
頁
。
（四）「日本交通史料集成」第壱聯一五九・一六○頁。
（別）「御触書寛保集成」六五一・六五一一頁。
（
Ⅲ
）
同
右
六
五
三
頁
。
（胆）五割増の三割半とは、五割増の一○分の七のことで、二割
増の一割といえば、二割増の二分の一のことである。
（閉）「三島市誌」中巻、二一一一五頁。
（型）「御触書寛保集成」六五三頁。
（閉）「大日本帝国駅逓志稿考証」二三四頁。
（邪）逓信博物館蔵・
（〃）「類寄」（近世交通史料集二、三一一一一’一一一一七頁）
（肥）犬山敷太郎「近世交通経済史論」一二頁。
（閉）「日本財政経済史料」巻九、六五八頁。
（釦）右同巻一一、一五九・一六○頁。
（皿）「委細書付録」（逓信博物館蔵）「駅逓志稿考証」三○三
・三○四頁。
（犯）（鍋）「人馬割増刎銭弐割通之内指出金勘定帳」（静岡県
立図書館葵文庫蔵）
（弘）「日本財政経済史料」巻九、三八五’三八八頁。
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（妬）「近世交通経済史論」一二頁。
（邪）「近世宿駅助成の一仕法」（歴史研究二）
（師）「日本財政経済史料」巻九、三七七頁、「駅肝録」（日本
交通史料集成第弐輯、二九四頁）
（銘）「類寄」（近世交通史料集二、一六七頁）
（釣）本稿の「三、文政八年における人馬賃銭の配分」を参照。
（鮒）（虹）森杉夫「近世宿駅助成の一仕法」（歴史研究二）
（妃）「類寄」（近世交通史料集二、一一一六○・三六一頁）
（蝿）右同三一四ｍ三一五頁。
（“）右同三一八頁。
（妬）「保士谷区郷士史」上巻、一○六五頁。
（
鮒
）
右
同
一
○
六
九
’
一
○
七
○
頁
。
（灯）「三島市誌」中巻、一一一一一四’二一一一六頁。
（蛆）菊田太郎「東海道守口宿・守口駅」一二○’一一三頁。
東海道における人馬賃銭について（山本）
一○五
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